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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

車載用 LVDS 差動ライン ・ レシーバ

概要

DS90LT012AQ は、 超低消費電力、 低ノイズ、 高速データ伝
送を必要とするアプリケーション用に設計された CMOS 差動入
力シングル ・ ライン ・ レシーバです。 LVDS (Low Voltage  
Differential Signaling)の技術を用いており、400Mbps (200MHz)  
を超えるデータレートに対応しています。

DS90LT012AQ は、小振幅 (typ 350mV) の差動信号を受信し、 
それを 3V の CMOS レベルに変換します。 ドライバとレシーバ
の一対一接続を目的として入力終端抵抗を内蔵しています。

DS90LT012AQ およびこれと組み合わせて使用する LVDS ライ
ン ・ ドライバ DS90LV011AQ により、 既存の高出力 PECL/ECL
デバイスを LVDS に置き換える高速インタフェースの新製品で
す。

特長

■ AECQ-100 グレード 1

■ 動作温度範囲 － 40 ℃～＋ 125 ℃

■ ANSI/TIA/EIA-644-A 規格準拠

■ 400Mbps (200MHz) を超える転送レート

■ 差動出力スキュー 100ps (typ)

■ 伝搬遅延時間 3.5ns (max)

■ 100Ω (typ) の入力終端抵抗を内蔵

■ 3.3V 単一電源

■ パワーダウン時、 LVDS 入力はハイ ・ インピーダンス

■ LVDS/CML/LVPECL レベルを入力できる LVDS 入力

■ PCB レイアウトを容易にするピン配置

■ 低消費電力 10mW (typ)、 3.3V 時

■ 5 ピン SOT-23 パッケージ

ピン配置図

(Top View)
Order Number DS90LT012AQMF
See NS Package Number MF05A

機能図

DS90LT012AQ

真理値表 

DS90LT012AQ
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絶対最大定格 (Note 4)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

Note 1: 人体モデル、 適用規格 JESD22-A114C
Note 2: マシン ・ モデル、 適用規格 JESD22-A115-A 
Note 3: 電場 ( 界 ) 誘導帯電モデル、 適用規格 JESD22-C101-C

推奨動作条件

電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作温度に対して適用 (Note 5、 6)。

 電源電圧 (VDD)  － 0.3V ～＋ 4V 

 入力電圧 (IN ＋、 IN － )  － 0.3V ～＋ 3.9V 

 出力電圧 (TTL 出力 )  － 0.3V ～ (VDD ＋ 0.3V) 

 出力短絡電流  － 100mA 

 パッケージ最大消費電力 ( 周囲温度 25 ℃において )

  MF パッケージ  794mW 

  MF パッケージの 
  ディレーティング 25 ℃より高温で 7.22mW/ ℃

パッケージ熱抵抗 (4 層 2 オンス銅箔、 JEDEC) 

  θJA 138.5 ℃ /W

  θJC 107.0 ℃ /W

リード温度 ( ハンダ付け 4 秒 ) ＋ 260 ℃

最大接合部温度  ＋ 135 ℃ 

ESD 耐圧

 人体モデル (Note 1) ＞ 8kV

 マシン ・ モデル (Note 2) ＞ 250V

 デバイス帯電モデル (Note 3) ＞ 1250V

 Min  Typ  Max  単位

 電源電圧 (VDD)  ＋ 3.0  ＋ 3.3 ＋ 3.6  V

 自然対流時

  動作周囲温度 (TA)  － 40  25  ＋ 125  ℃
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スイッチング特性

特記のない限り、 推奨動作条件に記載の電源電圧および動作温度に対して適用 (Note 6、 8、 9、 10)。

Note 4: 「絶対最大定格」 とは、 この値を超えるとデバイスの安全を保証できない値のことです。 また、 絶対最大定格の上限または下限でデバイスを動作さ

せるべきであることを示しているわけではありません。 デバイスの実際の動作条件は 「電気的特性」 の表に規定されています。

Note 5: デバイスのピンに流れ込む電流を正と定義しています。 デバイスのピンから流れ出す電流を負と定義しています。 特記のない限り、 すべての電圧は

グラウンドを基準としています (VID など )。

Note 6: すべての代表値は、 VDD ＝＋ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃の値です。

Note 7: 出力短絡電流 (IOS) は大きさのみを表し、 マイナス符号は電流の流れる方向のみを表しています。 短絡は一度に 1 出力とし、 最大接合温度の規格

を超えないようにしてください。

Note 8: これらのパラメータは設計により保証されています。リミット値はデバイスのばらつき ( プロセス、電圧、温度 ) に対する統計的解析にもとづいています。

Note 9: CL はプローブ容量と治具容量を含んでいます。

Note 10: 特記のない限り、 パルス ・ ゼネレータの波形は、 f ＝ 1MHz、 ZO ＝ 50Ω、 IN ±の tr と tf  (0％～ 100％) ≦ 3ns。

Note 11: tSKD1 は同チャネルの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジにおける伝搬遅延時間の差の大きさを表わしています。

Note 12: デバイス間スキューの tSKD3 は、 デバイス間のあらゆる事象に対する差動チャネル間スキューです。 本仕様は、 双方のデバイスに同じ電源電圧 VDD
が供給されていて、 動作温度範囲内で温度差が 5 ℃以内の場合に適用されます。

Note 13: デバイス間スキューの tSKD4 は、 デバイス間のあらゆる事象に対する差動チャネル間スキューです。 本仕様は、 推奨動作温度と電圧範囲全域に適

用され、 プロセスばらつきを含みます。 tSKD4 は差動伝搬遅延時間の最大、 最小の差の絶対値 |Max － Min| として定義されています。

Note 14: fMAX のジェネレータ入力条件は次のとおりです。 tｒ ＝ tf ＜ 1ns (0％～ 100％)、 デューティ ・ サイクル＝ 50％、 差動 ( ピーク ・ ツー ・ ピーク 

1.05V ～ 1.35V) 出力基準 : デューティ ・ サイクル＝ 60％ / 40％、 VOL ( 最大 0.4V)、 VOH ( 最小 2.4V)、 負荷＝ 15pF ( 浮遊容量＋プローブ容量 ) 

パラメータ測定情報

FIGURE 1.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit 

FIGURE 2.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Waveforms 
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代表的なアプリケーション

Balanced System

FIGURE 3.   Point-to-Point Application (DS90LT012AQ)

アプリケーション情報

LVDS ドライバおよびレシーバの一般的なアプリケーションのガ
イドラインとヒントについては、 以下のアプリケーション ・ ノートを
参照してください。 LVDS オーナーズ ・ マニュアル (#550062-
003)、AN-808、AN-977、AN-971、AN-916、AN-805、AN-903。

LVDSのドライバ、レシーバはFigure 3のような簡単な一対一(一 
組のドライバ、 レシーバ ) の構成に使用する目的で作られてい
ます。 ドライバの出力波形は速いエッジレートを持ち、 かつク
リーンな波形を出力します。 レシーバは標準的なツイストペア ・
ケーブル、 平行ケーブル、 PCB パターン等の平行伝送経路を
経由してドライバに接続されます。 標準的なメディアのインピー
ダンスは 100Ω 近辺の範囲にあり、 一般的に終端抵抗はメディ
アの特性インピーダンスに合わせます。 ドライバの出力 ( 電流
モード ) は、 内蔵終端抵抗によって電圧に変換され、 これをレ
シーバが検出します。 その他の構成としてマルチレシーバの構
成が可能ですが、 ミッドストリーム ・ コネクタ、 ケーブル ・ スタ
ブ、 その他のインピーダンスの不連続点、 グラウンドの変動、
ノイズ ・ マージンの制約、 終端負荷の合計などを考慮する必要
があります。

DS90LT012AQ 差動ライン ・ レシーバは＋ 1.2V を中心にした 
± 1V の同相電圧の範囲内で、 最低 100mV の信号を検出し
ます。 これは、 ドライバのオフセット電圧 (typ 1.2V) に対応して 
います。 信号はこの電圧を中心に駆動され、 さらにこの中心値
に対して± 1V 変動する可能性があります。 この± 1V の変動
はドライバとレシーバとのグラウンド電位の差や同相ノイズ、 また
はこれらを組み合わせた結果生じます。 レシーバの両入力ピン
に対する AC パラメータは、 0V ～＋ 2.4V の推奨動作入力電
圧に対して最適化されています。 最大 VDD までのレシーバ入
力電圧に対してデバイスは動作しますが、 VDD を超えると ESD
保護回路がターンオンし、 バス電圧がクランプされます。

電源デカップリングの推奨

電源ピンにはバイパス・コンデンサを接続しなくてはなりません。
0.1μF と 0.001μF の高周波セラミック ・ コンデンサ ( 表面実装
品を推奨 ) を並列に、 かつ、 小容量のコンデンサのほうを電源
ピンの近くに配置してください。 プリント基板全体にバイパス・コ
ンデンサを追加実装すると、 デカップリング性能を向上させるこ
とができます。 複数のビアを使用してデカップリング ・ コンデン
サと電源層を接続してください。 プリント基板に対するシステム
電源の供給部には、 電源とグラウンド間に、 10μF (35V) 以上 
の固体タンタル ・ コンデンサを接続してください。

プリント基板の考慮事項

4 層基板以上を推奨します。 振り分けは、 上面より LVDS 信
号、 グラウンド、 電源、 TTL 信号の順序です。

LVDS 信号に TTL 信号がカップリングしないよう、 LVDS 配線
と TTL 配線は分離してください。 電源 / グラウンド ・ プレーンに
よって分離された異なる層に、 TTL 信号と LVDS 信号をそれぞ
れ分けて配線するのが最善の方法です。

ドライバとレシーバは LVDS ポート側コネクタのできるだけ近くに
配置してください。

差動ライン

使用する伝送メディア ( すなわちケーブル ) の差動インピーダン
ス、 および終端抵抗値に整合するように、 配線インピーダンス
を調整してください。 デバイスから出力された直後から、 差動
ラインの配線はできる限り間隔を狭くします ( スタブ長も 10mm よ
り小さくします )。 これにより信号反射を低減し、 ノイズが必ず同
相でカップリングするようにします。実験では、差動信号を 3mm
間隔で配線するよりも 1mm 間隔で配線したほうが、磁界を打ち
消し合う効果が大きいためノイズ発生が大幅に少なくなるのが
わかっています。 また、 差動ラインに励起されるノイズは、 コモ
ンモードとして現れる場合が多いため、 レシーバ側で除去でき
ます。

ス キュ ーを 低減する ために電気的な配線長は等し く し てく
ださ い。ペア信号間にス キュ ーが存在する と 、信号間に位相差
が生じ 磁界を 打ち消し 合う 効果が減少し て差動信号を 使う
利点がなく なり ま す。 結果と し て EMI 問題を引き 起こ し ま
す ( 注 : 伝搬速度は v ＝ c/Eｒ で表さ れま す。 c は光速で 
0.2997mm/ps ま たは 0.0118in/ps です )。し たがって差動信号の
配線に際し ては、 CAD の自動配線だけに頼ら ないよ う にし
てく ださ い。差動イ ンピーダンス が整合する よ う 配線長に充
分配慮し 、 かつ、 差動信号を 他の配線から 分離し てく ださ
い。ビアやその他ラ イ ン上の不連続点はでき る だけ少なく し
てく ださ い。

90°の直角配線は避けてください ( インピーダンスの不連続点
になります )。 円弧もしくは 45°で配線してください。

レシーバ側のコモンモード除去性能を維持するため、 差動ペア
間の配線間隔はできるだけ狭くしてください。 プリント ・ パター
ン上の対になったパターンの間隔はインピーダンスの不連続性
を最小に抑えるため一定に保ちます。 ただし接続部における違
反は許容できます。

終端抵抗

DS90LT012AQはドライバとレシーバの一対一接続を目的として
入力終端抵抗を内蔵しています。 抵抗の値は 90Ω ～ 133Ω
の間です。
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アプリケーション情報 ( つづき )

スレッショルド

LVDS 規格 (ANSI/TIA/EIA-644-A) では LVDS レシーバの最大
スレッショルドを± 100mV と規定しています。 DS90LT012AQ
では、 スレッショルド領域を－ 100mV ～ 0V に狭めています。
これはフェイルセーフ・バイアスに効果があります。 スレッショル
ド領域を Figure 4 の電圧伝達カーブ (VTC) に示します。 
DS90LT012AQ LVDS レシーバは、 通常約－ 30mV でスイッチ 
ングします。 VID ＝ 0V の場合、 出力が High 状態になること
に注意が必要です。 ＋ 25mV の外部フェイルセーフ ・ バイア
スを印加すると、 通常、 差動ノイズ ・ マージンはスイッチング電

圧とバイアス電圧の差になります。 したがって、 下の例の差動
ノイズ・マージン (DNM) は 55mV ( ＋ 25mV － ( － 30mV)) で 
す。スレッショルド領域を－ 100mV ～ 0V に強化しているため、
わずか＋ 25mV (0V 基準 ) の外部フェイルセーフ ・ バイアスを 
印加するだけで DNM を余裕のある 55mV とすることができま
す。 標準のスレッショルド領域である± 100mV の場合、 外部
フェイルセーフ・バイアスは＋ 100mV に対して＋ 25mV を印加
するため＋ 125mV となり、 この場合 DNM は 155mV です。 こ
れは DS90LT012AQ に対しては必要以上のマージンです。
DNM をより大きくする必要がある場合は、 抵抗値を変更してよ
り大きなフェイルセーフ ・ バイアス ・ ポイントに設定します。

FIGURE 4.   VTC of the DS90LT012AQ LVDS Receiver

フェイルセーフ ・ バイアス

回路開放時の入力フェイルセーフを可能とするために十分なオ
フセットを得るには、 外付けのプルアップおよびプルダウン抵抗
を使用します。 この構成では、 正側 LVDS 入力をプルアップ
抵抗を介して VDD に、負側 LVDS 入力をプルダウン抵抗を介
してグラウンドに接続します。 プルアップ抵抗とプルダウン抵抗
は、 ドライバに対する負荷の増加と波形の歪みを抑えるため
に、 5kΩ ～ 15kΩ の範囲としてください。 コモンモード ・ バイ
アス点は、内部回路と互換になるように、なるべく約 1.2V (1.75V 
未満 ) に設定してください。 詳細は、 AN-1194 「LVDS インタ
フェースのフェイルセーフ ・ バイアス」 を参照してください。

LVDS 伝送ラインのプロービング

高インピーダンス ( ＞ 100kΩ)、 低容量 ( ＜ 2pF) のプローブを
使用し、 オシロスコープの帯域は 1GHz 以上のものを使用しま
す。 適切なプローブを使用しないと、 結果に悪影響を与えま
す。

ケーブルやコネクタに関する補足

LVDS で使用するケーブルやコネクタの選択は重要です。

使用するメディアはインピーダンスが調整されたものを使用しま
す。 ケーブルやコネクタは差動インピーダンスが約 100Ω の整
合されたものを推奨します。インピーダンスに大きな不連続点が
あってはなりません。

平衡ケーブル ( 例えばツイストペア ) は不平衡ケーブル ( リボン
ケーブル、 通常の同軸ケーブル ) に比べてノイズの低減や信
号品質が優れています。 平衡ケーブルは、 電磁界の相殺効果
により EMI の発生が少ない傾向にあり、 また拾った電磁放射ノ
イズも同相モードである ( 差動モードではない ) ためレシーバに
よって除去できます。

ケーブル長が d ＜ 0.5m の場合は、 ほとんどの種類のケーブル
で正常に動作します。 0.5m ≦ d ≦ 10m の距離では、 広く市
販され安価なカテゴリ 5 のツイストペアで十分です。
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ピン説明

製品情報

 ピン番号
 ピン名  説明

SOT23

 4  IN －  レシーバ反転入力ピン

 3  IN ＋  レシーバ非反転入力ピン

 5  TTL 出力  レシーバ出力ピン

 1  VDD  電源ピン、 ＋ 3.3V ± 0.3V
 2  GND  グラウンド ・ ピン
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters）

5-Lead SOT23, JEDEC MO-178, 1.6mm
 Order Number DS90LT012AQMF

 NS Package Number MF05A 



IMPORTANT NOTICE 




